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1. 2027年1月期第2四半期（中間期）の連結業績（2026年2月1日～2026年7月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年1月期中間期 28,554 △2.3 232 △75.0 357 △66.7 101 △88.5

2026年1月期中間期 29,217 △1.3 930 4.2 1,074 7.7 886 17.5

（注）包括利益 2027年1月期中間期　　31百万円 （△97.7％） 2026年1月期中間期　　1,402百万円 （159.0％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2027年1月期中間期 13.67 13.57

2026年1月期中間期 119.68 118.74

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2027年1月期中間期 29,095 19,345 66.4

2026年1月期 29,678 19,474 65.5

（参考）自己資本 2027年1月期中間期 19,310百万円 2026年1月期 19,438百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年1月期 ― 23.00 ― 27.00 50.00

2027年1月期 ― 30.00

2027年1月期（予想） ― 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2027年 1月期の連結業績予想（2026年 2月 1日～2027年 1月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 61,000 1.9 700 △50.0 900 △45.0 900 △48.8 120.57

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 2 社 （社名）
株式会社シャルズ及びその
子会社1社

、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年1月期中間期 7,718,800 株 2026年1月期 7,718,800 株

② 期末自己株式数 2027年1月期中間期 254,521 株 2026年1月期 285,801 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年1月期中間期 7,441,119 株 2026年1月期中間期 7,407,382 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当中間期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（２）当中間期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………… 4

（１）中間連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 4

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 …………………………………………………………… 6

中間連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 6

中間連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………………… 7

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………… 8

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 9

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更） …………………………………………………………………… 9

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 9

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 9

○添付資料の目次

- 1 -

クロスプラス㈱(3320) 2027年1月期 第2四半期（中間期）決算短信         



   区 分 金額（百万円） 前年同期比（％）

ア パ レ ル 卸 売 19,941 △7.1

ライフスタイル卸売 1,745 ＋21.8

   卸 売 21,687 △5.3

   小 売 6,669 ＋9.3

   そ  の  他 197 △13.4

   合 計 28,554 △2.3

区 分 金額（百万円） 前年同期比（％）

専 門 店 12,650 △7.4

量 販 店 9,880 ＋0.3

無 店 舗 2,900 ＋7.7

Ｅ Ｃ 1,760 ＋9.9

百 貨 店 他 991 △4.0

そ の 他 370 △0.7

合 計 28,554 △2.3

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間（2026年２月１日～2026年７月31日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策

の効果を背景に、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、中東情勢をはじめとする地政学的リスクや、米国の通商

政策の動向による影響など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　当アパレル業界では、５月後半以降の全国的な天候不順の影響により、夏物商品の販売が伸び悩みました。加えて、

原材料価格の高騰に起因する物価上昇を背景に、消費者の節約志向が高まるなど、厳しい事業環境が継続しておりま

す。

　このような環境の中、当社グループは、中期経営計画に基づき、アパレルとライフスタイルを両輪とした収益力の向

上に取り組んでおります。アパレル卸売では、収益性向上を目的として専門店販路の拡大を進めるとともに、機能性フ

ァッションブランド「クロスファンクション」の強化やメンズ事業の拡大に注力しております。また、2026年６月に

は、ライセンスブランド「スカラー」の企画・製造・販売を主力事業とする株式会社シャルズをグループ会社化し、ア

パレル卸売のさらなる拡大を図っております。小売では、自社ブランドを展開する量販ショップにて好調な雑貨の品ぞ

ろえを拡充するとともに、ＥＣではＳＮＳや動画を活用したマーケティングを強化し、売上の拡大に努めております。

さらに、ライフスタイル卸売では、シーズン雑貨に加え、韓国で人気のネイルブランド「ダッシングディバ」の販売を

開始するなど、ビューティー関連商品の販売を拡充し、アパレルだからこそできるライフスタイルの創造に取り組んで

おります。

　売上高につきましては、小売において、店舗では「アルファキュービック」の衣料品に加え、「ＤＥＣＯＹ」の雑貨

の品揃え拡充が奏功し伸長したほか、ＥＣではマタニティ商品などが順調に推移したことから増収となりました。ま

た、ライフスタイル卸売においても、シーズン雑貨ブランド「Yoki」におけるＵＶ対策商品などの販売拡大により増収

となりました。一方、アパレル卸売では、５月以降の気温上昇の遅れや天候不順の影響により、店頭での夏物商品の販

売が低調に推移したことに加え、郊外型専門店向け販売の苦戦が継続したことから減収となり、売上高は前年同期を下

回りました。

　利益面につきましては、アパレル卸売において原材料価格の高騰や円安の影響による仕入原価上昇に対し、価格転嫁

が十分に進まなかったことにより売上総利益率が低下したため、減益となりました。

　販売費及び一般管理費につきましては、人件費の増加に加え、小売の売上拡大に伴う販売手数料などの変動費が増加

したことから、前年同期を上回りました。

　以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は285億54百万円（前年同期比2.3％減）、営業利益は２億32百万円（前年

同期比75.0％減）、経常利益は３億57百万円（前年同期比66.7％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は１億１百万

円（前年同期比88.5％減）となりました。

　なお、当社グループは、衣料品事業の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいと考えられることから、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

事業部門別の売上高は、以下のとおりです。

販売チャネル別の売上高は、以下のとおりです。
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（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末の総資産は290億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億83百万円の減少となりまし

た。

流動資産は174億43百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億18百万円の減少となりました。流動資産の減少の

主な要因は、受取手形及び売掛金が５億52百万円減少し、電子記録債権が３億42百万円減少し、現金及び預金が１億

85百万円減少したこと等によります。

固定資産は116億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億35百万円の増加となりました。固定資産の増加の

主な要因は、投資有価証券が３億50百万円減少したものの、有形固定資産が５億93百万円増加したこと等によりま

す。

（負債）

当中間連結会計期間末の負債は97億49百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億54百万円の減少となりました。

流動負債は61億63百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億40百万円の減少となりました。流動負債の減少の主

な要因は、買掛金が５億50百万円増加したものの、電子記録債務が５億69百万円減少したこと等によります。

固定負債は35億85百万円となり、前連結会計年度末に比べ14百万円の減少となりました。固定負債の減少の主な要

因は、長期借入金が３億86百万円減少したこと等によります。

（純資産）

当中間連結会計期間末の純資産は193億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億28百万円の減少となりまし

た。純資産の減少の主な要因は、繰延ヘッジ損益が１億74百万円増加したものの、その他有価証券評価差額金が２億

32百万円減少したこと等によります。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１億85百万円減少し、47億88百万

円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、８億８百万円の収入（前年同期は16億３百万円の収入）となりました。こ

れは、売上債権の減少が10億42百万円（前年同期は６億14百万円の減少）、税金等調整前中間純利益が３億35百万円

（前年同期は12億64百万円）となったこと等によります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、４億55百万円の支出（前年同期は51百万円の収入）となりました。これ

は、投資有価証券の売却による収入が３億87百万円（前年同期は２億60百万円の収入）となったものの、連結の範囲

の変更を伴う子会社株式の取得による支出が７億23百万円、有形固定資産の取得による支出が１億12百万円（前年同

期は１億64百万円の支出）となったこと等によります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、５億43百万円の支出（前年同期は６億39百万円の支出）となりました。こ

れは、長期借入金の返済による支出が５億６百万円(前年同期は５億33百万円の支出)、配当金の支払額が２億円(前

年同期は１億10百万円)となったこと等によります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年１月期通期の業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間の業績を踏まえ、2026年３月13日に公表い

たしました業績予想を、売上高610億円、営業利益７億円、経常利益９億円、親会社株主に帰属する当期純利益９億

円に修正しております。詳細は2026年９月４日に公表いたしました「2027年１月期第２四半期（中間期）および通期

連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照願います。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年１月31日)

当中間連結会計期間
(2026年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,004 4,819

受取手形及び売掛金 7,503 6,951

電子記録債権 2,119 1,776

商品 3,098 3,157

貯蔵品 30 33

その他 812 717

貸倒引当金 △6 △12

流動資産合計 18,561 17,443

固定資産

有形固定資産 3,838 4,431

無形固定資産

のれん 180 415

その他 129 120

無形固定資産合計 310 536

投資その他の資産

投資有価証券 6,307 5,957

その他 660 726

投資その他の資産合計 6,968 6,684

固定資産合計 11,116 11,651

資産合計 29,678 29,095

負債の部

流動負債

買掛金 1,829 2,380

電子記録債務 1,878 1,309

短期借入金 200 370

１年内償還予定の社債 11 26

１年内返済予定の長期借入金 947 826

未払法人税等 294 36

賞与引当金 117 117

その他 1,325 1,097

流動負債合計 6,604 6,163

固定負債

社債 24 18

長期借入金 1,851 1,465

退職給付に係る負債 604 711

その他 1,120 1,390

固定負債合計 3,600 3,585

負債合計 10,204 9,749

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年１月31日)

当中間連結会計期間
(2026年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,944 1,944

資本剰余金 2,007 2,007

利益剰余金 12,422 12,322

自己株式 △379 △337

株主資本合計 15,995 15,936

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,078 2,846

繰延ヘッジ損益 △3 170

為替換算調整勘定 116 134

退職給付に係る調整累計額 252 222

その他の包括利益累計額合計 3,443 3,373

新株予約権 35 35

純資産合計 19,474 19,345

負債純資産合計 29,678 29,095
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年２月１日
　至　2025年７月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年２月１日

　至　2026年７月31日)

売上高 29,217 28,554

売上原価 20,991 20,659

売上総利益 8,226 7,894

販売費及び一般管理費 7,295 7,662

営業利益 930 232

営業外収益

受取利息 1 5

受取配当金 79 84

受取家賃 75 80

為替差益 10 -

その他 4 10

営業外収益合計 172 181

営業外費用

支払利息 8 22

為替差損 - 12

賃貸収入原価 18 20

その他 0 0

営業外費用合計 28 56

経常利益 1,074 357

特別利益

投資有価証券売却益 200 -

固定資産売却益 - 0

特別利益合計 200 0

特別損失

投資有価証券評価損 - 22

事務所移転費用 10 -

特別損失合計 10 22

税金等調整前中間純利益 1,264 335

法人税、住民税及び事業税 207 20

法人税等調整額 170 213

法人税等合計 378 233

中間純利益 886 101

親会社株主に帰属する中間純利益 886 101

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

- 6 -

クロスプラス㈱(3320) 2027年1月期 第2四半期（中間期）決算短信         



（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年２月１日
　至　2025年７月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年２月１日

　至　2026年７月31日)

中間純利益 886 101

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 576 △232

繰延ヘッジ損益 △30 174

為替換算調整勘定 △18 18

退職給付に係る調整額 △11 △30

その他の包括利益合計 515 △69

中間包括利益 1,402 31

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,402 31

非支配株主に係る中間包括利益 - -

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年２月１日
　至　2025年７月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年２月１日

　至　2026年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,264 335

減価償却費 99 120

のれん償却額 32 37

受取利息及び受取配当金 △81 △90

支払利息 8 22

投資有価証券売却損益（△は益） △200 -

売上債権の増減額（△は増加） 614 1,042

棚卸資産の増減額（△は増加） △182 △23

仕入債務の増減額（△は減少） △357 △54

その他 286 △388

小計 1,484 1,001

利息及び配当金の受取額 81 90

利息の支払額 △8 △22

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 46 △261

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,603 808

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △164 △112

有形固定資産の売却による収入 0 0

投資有価証券の取得による支出 △16 △17

投資有価証券の売却による収入 260 387

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
- △723

その他 △28 10

投資活動によるキャッシュ・フロー 51 △455

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 10 170

長期借入金の返済による支出 △533 △506

社債の償還による支出 △5 △5

配当金の支払額 △110 △200

その他 0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △639 △543

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 999 △185

現金及び現金同等物の期首残高 4,307 4,973

現金及び現金同等物の中間期末残高 5,306 4,788

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　連結の範囲の重要な変更

　当中間連結会計期間において、2026年６月２日付で株式会社シャルズの全株式を取得したことにより、同社及

びその子会社１社を連結の範囲に含めております。

　上記２社の事業年度の末日は３月31日であり、中間連結財務諸表の作成に当たっては、６月30日現在で実施し

た仮決算に基づく財務諸表を使用しています。

　なお、中間連結決算日との間に発生した重要な取引につきましては、連結上必要な調整を行っております。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（１）取得対象株式の種類 当社普通株式

（２）取得し得る株式の総数 250,000株（上限）

（３）株式の取得価額の総額 350,000,000 円（上限）

（４）取得期間 2026年９月７日～2026年11月30日

（５）取得方法 自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-３）を含む市場買付

（重要な後発事象）

　（自己株式の取得）

　当社は、2026年９月４日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定による当社定款37条の定めに

基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行および株主還元の強化を図るとともに、現在の株価水準お

よび資本効率等を総合的に勘案し、自己株式の取得を実施するものであります。

　なお、本自己株式取得により取得した自己株式については、M&A実施時の対価の一部など成長投資への活用並

びに自己株式の消却も含めて検討しております。

２．自己株式の取得に係る事項の内容

（※）当該株数の変更は行いません。なお、市場動向により、一部または全部の取得が行われない可能性も

あります。
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